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Abstract: 近年，人工知能分野の手法や技術を，金融市場における様々な場面に応用することが期
待されており，例えば，膨大な金融情報を分析して投資判断を支援する技術が注目されている．特
に，個人投資家・機関投資家を問わず，大量の情報の中から投資に有用な情報を抽出し，提示するシ
ステムが求められている．そこで，我々は個人，もしくは，専門家が容易に新聞記事や決算短信など
の金融テキストを分析できるテキスト解析プラットフォームを構築することを目指す．

1 はじめに

近年，人工知能分野の手法や技術を，金融市場にお
ける様々な場面に応用することが期待されており，例
えば，膨大な金融情報を分析して投資判断を支援する
技術が注目されている．さらに，最近では証券市場に
おける個人投資家の比重が増大しており，個人投資家
に対して投資判断の支援を行う技術の必要性が高まっ
ている．そのような中，酒井ら [酒井 15]は個人投資家
支援のため，企業の決算短信 PDFから業績要因を抽
出し，それを検索できるシステム1を公開している．ま
た，日本経済新聞社は人工知能技術を用いて決算デー
タを自動的に要約して出力する AI決算サマリー2を開
発・公開している．このように，人工知能技術を投資
家支援に用いた研究・開発は盛んである．
また，特許分野においては，株式会社 NTTデータ

数理システムが Text Mining Studio3を特許文書など
を解析するテキストマイニングプラットフォームとし
て開発している．さらに，株式会社プラスアルファ・コ
ンサルティングは，特許文書を専門とした解析プラッ
トフォームである見える化エンジン Paterio4を開発し
ている．このように，金融分野だけではなく，特許分
野などの他の分野においても，特許分析支援のために
文書を解析するシステムが開発されている．
上記で紹介したシステムやプラットフォームのいず
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れも，単語や表現の頻度，もしくは，係り関係を元に分
析するものとなっている．それに対して，我々が作成し
た原因・結果表現検索システム5は，論理関係の一つで
ある因果関係に基づき，原因と結果を表す表現を決算
短信PDFから抽出し，それを検索できるシステムであ
る [坂地 15]．システムを図 1に示す．単語や表現の頻
度だけではなく，因果関係を利用することで，単語頻
度だけでは得られない情報を得ることができる．例え
ば，「猛暑」という語で検索すること，原因表現として
「猛暑の影響」，結果表現として「除草関連用品、散水
用品、日除け用品が好調に推移しました」を見つける
ことができる．この結果から猛暑になると，除草関連
用品が売れることを知ることができる．この結果の背
後には，「猛暑により雑草が大きく成長する」という隠
れた関係がある．我々は，このような思いがけないよう
な因果関係を抽出する手法も提案している [Sakaji 17]．
このような中，我々は因果関係の原因と結果をつなげ
ることで因果チェイン構築の試みを行っている [西村 18]．
本論文では，原因・結果表現の抽出や因果関係の判定，
因果チェイン検索機能などを持ったテキスト解析プラッ
トフォームの構想について述べる．

2 テキスト解析プラットフォーム

本節では，我々が想定しているテキスト解析プラッ
トフォームについて述べる．本テキスト解析プラット
フォームでは，因果関係の抽出と判定，さらには因果
をリンクさせて因果チェインを構築し，それを用いた
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検索などの機能を備える予定である．現在は，決算短
信と日経新聞記事を用いた因果チェイン検索システム
の開発を試みている．加えて，景気ウォッチャー調査
を学習したモデル [余野 17]を用いた極性判定 APIや，
プラットフォームとは異なるがロイターニュース記事
を学習して生成した極性辞書 [Ito 18]も公開予定であ
る．極性辞書に関しては，金融特化の辞書となってい
るため，金融テキストの分析においては有効的な結果
を示すことができている．
さらに我々は，過去の研究で用いた手法を Python

パッケージにして公開する計画を立てている．これに
より，お手軽に金融テキストマイニングを試すことが
できるようになり，実務に応用しやすくなると期待し
ている．

図 1: 決算短信における因果関係検索システム

3 まとめ

本論文では，テキスト解析プラットフォームの構想
について述べた．特に因果関係抽出を用いた因果チェ
インの構築について紹介した．いくつかのシステムは
既に実装・公開しており，今後は完成次第，順次公開
していく予定である．

4 今後の展望

今後は，金融分野のテキストだけではなく，特許や
Webブログや掲示板などのテキストデータからも因果
関係を抽出し，因果チェインを構築したい．さらに，因
果関係だけではなく，仮定や目的などの他の論理関係
も扱えるように拡張する予定である．そのように拡張
することで，分野横断論理チェイン (図 2)が構築でき，
新しく作られる製品の予想などができるようになると
期待できる．

図 2: 分野横断論理チェインの例
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